
 

 

 

ㅓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

しかし、神はわたしの歩む道
を／知っておられるはずだ。
わたしを試してくだされば／
金のようであることが分かる
はずだ 
 
私は田舎の貧しい家庭で生まれ育ちました。親が商売
をするため出かけると私は親の代わりに弟の面倒を見
ながら家事をしました。それで、子供の時から金持ち
になりたかったです。母が神様を仕える信仰生活をし
て私も小学生から教会に通うようになりました。主日
学校の先生がよくおやつを買ってくださっておいしく
食べた事や聖歌隊で楽しく賛美した事が今だにも思い
出します。 
私が高校に通う時から親がソウルに引っ越しました。
大学に進学する経済状況ではなかったですが、子供の
時に抱いた夢のため、結婚して子供を産んで育てるた
めに熱心に勉強して大学に進学しました。学費が安い
国立大学に入って勉強しました。 
大学を卒業する頃 IMF通貨危機が発生した直後でした。
それで安定した職業を探すため公務員の試験を準備し
ました。神様の助けを願いながら祈って熱心に勉強を
しました。その過程で神様を向かう私の信仰と愛が深
くなりました。毎日早天祈り会にも参席して神様に祈
って、試験準備で忙しい中でも主日には教会学校で教
師として奉仕し夜の礼拝の聖歌隊でも奉仕しました。 
そのように神様だけ見上げながら最善を尽くして準備
をした後、神様の恵みで切に願っていた公企業に就職
することが出来ました。とてもうれしくて感謝でした。
初めて受けた給料を神様にささげて栄光を捧げました。
私たちが願いを持って神様に祈って努力するなら神様
は最善の物で答えてくださるのを経験しました。ヘブ
ライ人への手紙１１章１節“信仰とは、望んでいる事
柄を確信し、見えない事実を確認することです。”御
言葉を深く体験しました。感謝する心で主の事にもっ
と力を尽くして教会と職場宣教会の集まりでとても忙
しく過ごしました。 
結婚が遅くなって結婚のため神様の導きと摂理を願い
ながら熱心に祈りをしました。おばさんの紹介で真実
な信仰の家庭で育った旦那に出会い結婚するようにな

りました。結婚してから話したのですが姑から二つの
電話番後をもらったがなんとなく私に連絡したい心に
なったとしました。結婚する当時には私の結婚も神様
の助けで摂理してくださったことを告白します。人が
心で計画をしてもその道を導く方は神様です。 
結婚してソウルからスワンに引っ越して恵みと真理教
会の聖徒になりました。慣れてない所に来てしばらく
間、心が安定されなくて大変でした。子供を産んで育
児が苦しんで早く働きたい心しかなかったです。そう
するうちに家を買うためドンタン聖殿で奉仕をするよ
うになりました。二番目の子が生まれ育児休職の中で
伝道師の勧められ区域長の導きで区域長祈り会に参席
し始めました。負担に思った私を区域長がいつも引き
回して真心を込めて見守ってくださいました。考えが
変え感謝する心で祈り会に参席して祈りをする中で聖
霊洗礼を受け異言の賜物も受けました。 “ある人た
ちの習慣に倣って集会を怠ったりせず、むしろ励まし
合いましょう。かの日が近づいているのをあなたがた
は知っているのですから、ますます励まし合おうでは
ありませんか。”（ヘブライ人への手紙１０：２５）
集会に心を尽くして参席をする時に神様は恵みを与え
てくださいました。 
育児の求職が終わって復職をして夏の休暇をもらい家
族旅行に行きました 。私たちの家族がせっかく父と
母を連れて共に行った旅行でした。旅行を行く前、家
族みんなが乗るには車が狭いのが気になりました。２
０１３年８月１月でした。カンウォンドのジョンソン
の道路で我が車と１５トンの大型トラックと衝突しま
した。その瞬間、旦那と母は意識を失って下の子はガ
ラスのかけらに頭と顔が傷だらけになってしまいまし
た。せめてもの救いは上の子と私は傷が一つもなかっ
たことでした。私たちの家族は人々の助けで救急者２
台で運ばれてウォンジュキリスト教病院に運ばれまし
た。いきなりヨブに災いがあったのように私のすべて
が崩れてしまったようでした 。 
旦那は回復され一般室に移りましたが、 母は集中治
療室で意識不明の状態で下の子はスワンにあるアジュ
大学病院に移って移植手術を受けなければならなかっ
たです。すべての家族と弟まで母と下の子、旦那の介
護をしました。私は涙を流しながら神様に助けと治療
の恵みを求める祈りを捧げました。教会で伝道師と牧
師、区域長が遠い所まで来られ慰めて祈ってください
ました。私を憐れんでくださった神様は癒しの恵みを
与えてくださって集中治療室でいた母も起きました。
続いて旦那も退院をして会社に出勤をするようになり
ました。下の子も手術がよくできて病院で退院しまし

た。 
その後、高血圧と糖尿病があった父は母が長く入院し
ていて弟は職場生活で忙しくてちゃんと見守らなく脳
梗塞によって世を離れました。すると母は憂鬱症に患
って体重が増えて歩くのも難しくなりました。母を私
の家で仕えました。教会に連れていて礼拝を捧げるよ
うに助けました。そうしたら一人では何もできなかっ
た母はまもなく気力を回復しました。母は平日には恵
みと真理教会で礼拝を捧げ子供たちの面倒を見て主日
は弟の家で行って前から通っていた教会を仕えていま
す。毎週遠い道を行き来するのも大変なのに不ぶりも
見せませんでした。事故以前よりもっと熱情をもって
信仰生活をしておられます。 
神様の恵みと愛がなかったなら私が突然襲った苦難を
担えられなくて乗り越えなかったと思います。神様が
恵みを与えて下さり、舅姑と教会の多くの方々が助け
て下さり、祈ってくださって絶望しなくてすべての苦
難を克服できました。“しかし、神はわたしの歩む道
を／知っておられるはずだ。わたしを試してくだされ
ば／金のようであることが分かるはずだ。”（ヨブ記
２３：１０）アーメン！神様に感謝します。 
伝道師から勧められ私は去年から教会学校で幼稚部教
師として奉仕する始めました。親が集中して礼拝を捧
げながら説教の御言葉を聞いて、子供たちが教会学校
で聖書を習い賛美を習いながらイエス様の愛と先生の
祝福の中で健康で育てらることを願い楽しく奉仕しま
す。愛が溢れた区域長が引っ越しをして他の区域を仕
えて勧士さえも引っ越しをして私たちの家族だけ区域
礼拝を捧げる時が多かったです。区域のリバイバルの
ため負担を持ってもっと熱心に伝道をしようと決心を
します。私に聖霊の権能を与えて下さり知恵と大胆さ
を与えてくださるのを祈ります。 
 “愚かな者としてではなく、賢い者として、細かく
気を配って歩みなさい。 時をよく用いなさい。今は
悪い時代なのです。 だから、無分別な者とならず、
主の御心が何であるかを悟りなさい。（エフェソへの
手紙５：１５～１７）長い歳月を生きたのではないで
すが４０代になり歳月が早く経つのを感じられます。
長く生きるのが重要ではなく神様がご覧になるとどう
生きたかが重要です。”とおっしゃった牧師の説教を
考えながら愛と献身の覚悟を固めます。今日は昨日よ
り、明日は今日よりもっと神様が喜ぶ人生になり主の
前に立つその日に最上の姿になるのを願います。神様、
感謝します。神様、愛します。 
 

 

 

 

 

＂ ...このような愚にもつかぬものを捨てて、

天と地と海と，その中のすべてのものをお造り

になった生ける神に立ち帰るようにと，福音を

説いているものである。＂ 

 

まず、立ち帰る人々に関して調べてみましょう。 
天国に立ち帰るに必須的で優先されるべきのことが悔
い改めです。悔い改めは罪の許しを得させて、悔い改
めは命を得させて、悔い改めは救いに至らせます。従
って、悔い改めなしには天国に入ることができません。
悔い改めの根本は神様に背いた人生が徹底で完全に方
向を転換して神様に帰る行為です。イエス様は人生達
にこのような真理を容易く理解させるために劇的なお
話を聞かせてくださいました。立ち帰ったどら息子の
お話です。人の行為の中で比べなく幸いで祝われる行
為はイエスキリストを自分の救い主に信じて迎接する
ことで父親でおられる神様に立ち帰ることです。 
次に、立ち戻る人々に関して調べてみましょう。 
神様に方向転換をした人はこの世に立ち戻ってはなり
ません。しかし、驚くべきにもこの世に立ち戻ってし
まう人が数多いです。 
一、恐れを克服できずこの世に立ち戻ってしまう人が
います。出エジプトしたイスラエル子孫達の１世代が
そうでした。彼らは目的地であるカナンの地を目の前
にしても回し者の否定的な報告を聞いて心に恐れが満
ちて夜すがら痛哭してモーセとアロンを恨みながら＂

エジプトに帰ろう＂としました。彼らの不幸と悲劇は
これから始まりました。彼らの中でヨシュアとカレブ
を除いた全ての人が広野で 40 年間を迷い死にました。
聖徒はいかなる逼迫や艱難が迫っても恐れずに神様の
約束なさった御言葉を固く握って恐れを征服すべきで
す。 
二、神様に仕えることを荷厄介に扱い、苦痛のように
扱うので立ち戻る人がいます。多年を信仰生活してこ
の世に立ち戻る人は主神様をろくに知らなかったから
です。このような人は神様に仕えようとしたら禁じら
れていることも多い一方で、すべきのことも多いので
しんどいと考えます。また、神様が与えられた天に属
した神霊な福について実感できず、神様に仕える喜び
とやり甲斐を感じられません。 
三、神様の御言葉を聞いても誠な意味を悟られずので
この世に立ち戻ってしまう人がいます。イエス様がカ
ペナウム会堂で教えられる時に生命の餅について言わ
れました。すると弟子達の中でこの御言葉を悟られな
かった人々が＂これは，ひどい言葉だ。だれがそんな
ことを聞いておられようか＂とささやきました。＂そ
れ以来、多くの弟子たちは去っていって，もはやイエ
スと行動を共にしなかった。＂と記録されています。
彼らがイエス様に従った理由は自分の私欲のためであ
ったので今イエス様の御言葉を曲解してイエス様から
離れました。主の御言葉は主の側で理解して解釈すべ
きです。 
四、この世の誘惑に勝てず立ち戻ってしまう人がいま
す。パウロがローマの獄中にいる時にデマス、ルカ、

クレスケンスそしてテトス等が彼の収監生活を手伝い
ました。しかし、デマスはこの世の甘くて派手な誘惑
の手に握られてこの世に立ち戻ってしまいました。 
最後に、どんなことがあっても立ち戻らない聖徒達か
ら見られる共通点を調べてみましょう。 
一、十字架に釘つけられて死なれ、お墓から復活なさ
ったナザレイエスだけが罪人を救われる救い主になる
という信仰を確固不動に持っている聖徒は立ち戻りま
せん。二、主イエスキリストの神様に仕えることを生
活の最も大きい価値と所得に扱い、最も大きいやり甲
斐と光栄に扱う人は立ち戻りません。三、我が主イエ
スが予備なさった天国に入ることを最終目的に扱って
生きていく人は立ち戻りません。 
まだ神様に立ち帰らなかった方は直ちに悔い改めて立
ち帰ってください。主の歓迎と施される恵みを享受す
るでしょう。神様に立ち帰った聖徒の皆さんはいかな
る艱難や逼迫、誘惑にあっても立ち戻らずに＂ 戦い
をりっぱに戦いぬき，走るべき行程を走りつくし，信
仰を守りとおして将来、義でおられる主神様が予備な
さった義の冠＂を受けるように祝福します。 

 

 
 
 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」 

 

[証]     

[信仰コラム]            立ち帰る人、立ち戻る人 
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すべての人は、人本主義と神本主義者に分類さ

れます。これは、聖書が人を分類する方法です。

人本主義者で生きるのと神本主義者で生きるの

は誰でも自由です。しかし、彼の人生が終わっ

たら地獄と天国のなかにどちらか一つの場所に

入るようになり、最後の審判の日には人本主義

は悪魔とその使いたちのために用意された火の

池に投げ込まれます。したがって、人は必ず神

本主義者になって神本主義的に生きて行く方法

を学ばなければなりません。聖書にのみ、この

貴重な真理を完全に学ぶことができます。今日

は、イスラエルの初代王サウルについて見てみ

ましょう。サウルは神本主義から人本主義に転

落しました。 

 

 

まず、サウルが神本主義に行ったとい
う事実を見てみましょう。 
 

預言者サムエルはイスラエルの祭司長と士師で

活動した間には民は安全し、信仰も復興しまし

た。しかし、年月が経ってサムエルが老いて民

はサムエルに王を立ててほしいと要求しました。

サムエルは民の求めるので心が不便でした。神

が治められる神政を拒否する行為に見えたから

です。そして、神に祈りますと意外に神が民に

求めるのを受け入れました。神が主権的にサウ

ルを選び定めて、王になるように摂理ました。  

サウルはベニヤミンの部族の農民でした。サウ

ルには、背が著しく壮大し体が優れています。

ある日、サウルは失われた、ロバを見つけなさ

いという父の命令を追ってしもべを連れてあち

こちも見つけて通ったが、見つかりませんでし

た。サウルには、父が心配するのを考えて家に

帰ろうとしたが、彼の若いしもべが預言者に行

って道を聞いてみようとしました。サウルには

しもべの意見の通り、預言者サムエルに会った。

サムエルがサウルを見たとき、神が「彼は私の

民を管轄するだろう」と言われました。サムエ

ルはサウルに、イスラエルの王になることを暗

示する言葉をしました。サウルには予想外の言

葉を聞いて驚いて「私はイスラエルの部族の中

で最も小さいベニヤミン人ではありませんか 

私の部族はベニヤミンはすべての部族の人々の

中で最も取るに足りないでしょうどうして私に

このように言われますか」としました。 

今まで見た内容にサウルの人品が彼の行動に現

れています。サウルは誠実でした。父が失われ

たロバを捜すために四方に満遍なく行きました。

サウルは考慮深かったのですロバを探すため、

あまりにも多くの時間を費やしたサウルは若い

しもべに言った、「帰ろう、私の父親がろばで

はなくむしろ、私たちのために心配しておられ

るのを恐れて仰せられる。」しました。サウル

は賢明でした。サウルには若いしもべが預言者

に尋ねてみようと提案したら、そうする方が良

いと判断して、そのままにしました。サウルは

謙虚でした。預言者が伝えるメッセージを聞い

て、自分はそれほどの人物ではありませと答え

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サムエルはサウルに油を注いだ 後サウルが帰

り道に経験することになる前兆を予言しました。

サウルは果たしてその兆候を実際に経験するこ

とになりました。これによって、サウルには、

彼が受けた召命について確信を持つようになり

ました。  

王を選出するための総会がミツパで開かれまし

た。サムエルは民が彼らの王をくじ引きで選ば

れるようになりました。すべての部族のうち、

ベニヤミンの部族が選択され、ベニヤミンの部

族のうち、 マテリ の 氏族が， くじに 当た

り， マテリ の 氏族を 人ごとに 呼び 寄せ

た 時， キシ の 子 サウル が， くじに 当

たった．  しかし  人々が  彼を  搜した  時， 

見つからなかった サウルを見つけることがで

きなくて、人々が神に聞いサウルを連れてきま

した。サウルが隠れた理由は、自分は王になる

ような人物だとは考慮されなかったからです。 

サウルは民の信任を得るきっかけとなる事件が

発生しました。アモン人がギレアデヤベシュに

侵入しようとし脅威ました。ギレアデヤベシュ

の人が恐怖して屈辱的な態度を見せるアンモン

の王ナハシュは意気揚揚てギレアデヤベシュの

人の右目を抜いて奴隷にしようと答えた。ギレ

アデヤベシュの人がイスラエルの状況に使者を

送りました。サウルはその事情を聞く時に、聖

霊が強く臨ん彼の怒りが大きく燃え上がりまし

た。彼は、自分がすべきことを自覚して民を救

うために乗り出すことに決断しました。 

サウルはイスラエルのすべての所に使いたちを

送り、軍人を募集しました。志願兵が十三万人

集まりました。サウルはギレアデヤベシュの人

に翌日正午まで敵を倒すだから心配しないよう

に通知しました。サウルは、強力なリーダーシ

ップと大胆な賢い戦術で敵を打ち破りました。

これで感激した人がサムエルに要求するのをサ

ウルを軽蔑していた者たちを石で殺します。こ

の時、サウルは「この日には、人を殺すことが

できない、今日は、主がイスラエルの中で救い

を与えてくださったからである。」としました。

サムエルは民をギルガルに召集し、サウル王の

即位式を持った また、主に向けた民の信仰を

尽くしました 

ここまでのサウルの身の振り方を見ると、学ぶ

ことが多いです。まず、機会を捉えました。第

二に、積極的かつ断固として行動しました。第

三に、勝利を確信しているし、イスラエルの軍

事とギレアデヤベシュの人々にも確信を持つよ

うにしました。第四に、緻密な作戦計画を立て

て実践に移しました。第五に、自分を軽蔑して

いた者たちに寛容を施しました。第六に、神に

栄光を帰しました。これまではサウルの性格と

行動が非常に立派でした。彼は神本主義で一貫

して行いました。  

ところが残念なのは、彼が神本主義的な姿勢を

もはや堅持していなかったという事実です。 

 

 

これからは、サウル王が人本主義で行
った事実を見てみましょう。 
 

サウルは、イスラエルの初代王として即位して

2 年になりました。サウル王の子ヨナタンがペ

リシテの守備隊を攻撃した後、サウル王はペリ

シテの反撃に備えて軍事を招集しました。ペリ

シテ人がイスラエルと戦うためにミックマスに

陣をした軍事力が強大ました。サウル王はサム

エルに助けを求めました。サムエルは、自分が

その場所に行って、神に燔祭のいけにえと酬恩

祭のいけにえをささげるのだから 7 日を待つと

いう神の命令を発表しました。サウル王は、7

日目になったのに、サムエルが現れなかったの

で、自分が 燔祭と酬恩祭のいけにえをささげ

ました。ところが 燔祭が終了したとき、サム

エルが到着しました。 

 

 

 

 

 

 

 

サムエルがサウルを叱責しようとサウルは言い

訳するのに汲々としていました。 

サムエルはサウルに言った、「 あなたは  愚

かなことをした． あなたは， あなたの 神， 

主の 命じられた 命令を 守らなかった」とし

ました。そしてサウルは神の言葉に不従順な結

果サウル王朝が長く持続しないものであり、神

がその心にかなう人を選んで、新しい王朝を立

てると宣言した後、去っていきました。サウル

王は愚かなことで行動しました。まず、サムエ

ルが決めた期限を最後まで待たないでした。第

二に、行き過ぎことをしました。祭司でなけれ

ばできないことを知って、王が燔祭と酬恩祭の

いけにえをささげました。第三に、悔い改めず

言い訳しました。 

それから、長い日々が過ぎた後、サムエルが神

の命令を伝達するために、サウル王に来ました。

サムエルが言った、「  万軍の  主は，  こう 

仰せられる， 『わたしは， アマレク が  イ

スラエル にした 事， すなわち イスラエル 

が  エジプト から 上ってきた 時， その  途

中で 敵対したことについて 彼らを 罰するで

あろう．  今，  行って  アマレク  を  擊ち， 

そのすべての 持ち 物を 滅ぼしつくせ． 彼

らをゆるすな． 男も 女も， 幼な 子も 乳飮

み  子も，  牛も  羊も，  らくだも，  ろばも 

皆， 殺せ 』（ サムエル記上 15：2,3）しま

した。ところが、サウル王は神の命令に従わな

かった。 アガグ 王を生かし置き羊、牛、良い

と子羊を残しました。 

サムエルはサウルに言った、「たとい， 自分

では 小さいと 思っても， あなたは イスラ

エル の 諸部族の 長ではありませんか．  主

はあなたに 油を 注いで イスラエル の 王と

された． そして 主はあなたに 使命を 授け， 

つかわして 言われた， 『行って， 罪びとな

る  アマレク  びとを  滅ぼし  盡せ．  彼らを 

皆殺しにするまで 戰え 』． それであるのに， 

どうしてあなたは 主の 聲に 聞き 從わない

で， ぶんどり 物にとびかかり， 主の 目の 

前に  惡をおこなったのですか  」としました。

サウルが自分の罪を認めないで続けて言い訳を

するとサムエルが言いました。 

「 サムエル は 言った，「主はその  み言葉

に 聞き 從う 事を 喜ばれるように， 燔祭と

酬恩祭 いけにえを 喜ばれるであろうか． 見

よ， 從うことは 燔祭と酬恩祭 いけにえにま

さり，  聞くことは  雄羊の  脂肪にまさる． 

そむくことは 占いの 罪に 等しく， 强情は 

偶像禮拜の 罪に 等しいからである． あなた

が 主のことばを 捨てたので， 主もまたあな

たを  捨てて，  王の  位から  退けられた  」

（ サムエル記上 15： 22,23）預言者サムエル

が死んだ後、サウル王は国が危機が来て変装し

て、夜中に占いの女性を訪ねて頼むまでしまし

た。サウル王は最後まで人本主義的に行なって

ペリシテとの戦闘中に重傷を着て自決しました。   

 

 サウル王は、神本主義が人本主義者に転落し

た顕著な事例の一つになった。愛する皆さんは、

これを鏡と警戒にしなさい。そしてどんなの立

場でも変わらず神本主義者として生きていく聖

徒に分類されるのを願います。 
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